
ワイヤロープ式防護柵の支柱側面に設置する反射材です。
蛍光色の広角プリズム型反射シートを貼りつけた本体を、
張り出して設置することで視認性の向上､支柱と車両の接触
事故を防ぎます。

夜間や薄暮時､霧や雨といった荒天時などでも､支柱
に対するドライバーの認識を高めます。
右カーブ、左カーブどちらにおいても有効です。
本体は耐候性に優れたEPDMゴム製で、万が一の接触時
に、車両への損傷を最小限に抑えます。
また、片側200gと軽量で、二次災害を軽減します。
支柱のステンレスストラップ、間隔材に干渉せず、ワイヤ
ロープ式防護柵の衝撃吸収機能を阻害しません。
強力両面テープとプライマーによる簡単施工。
ワイヤロープ式防護柵の支柱（φ89.1）専用設計です。

特長

実績のある視線誘導標（KD-100）、ソーラー式自発光視線誘導標とのセット使いでより効果的に！

国土交通省は、第6回高速道路の正面衝突事故防止対策に関する技術検討委員会（2022/12/6開催）の配布資料を公開
しました。対策メニューの併用による視認性向上施策により、接触事案件数削減の効果が確認されています。

国土交通省HP

蛍光イエロー
グリーン

●  セット内容：本体2個、プライマー1袋、結束バンド1本

（出典：国土交通省「https://www.mlit.go.jp/road/ir/ir-council/front_accident/doc06.html」）

サイドウィング

KD-100

東日本高速道路株式会社
新潟管理事務所管内　日本海東北自動車道でご採用いただきました

Wirerope Side Reflector “Side Wing”

超高輝度反射 防護柵の機能を阻害しない二次被害を防ぐゴム製

ワイヤロープ式防護柵用 支柱側面反射材

サイドウィング
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標準図

施工手順　～両面タイプ～
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中心から30mm手前に
ずらすことで
反射面積を拡大

Point

付属の結束バンドを本体下
部の穴に通し結束させ、ニ
ッパーで結束バンドのあま
り部分を切り落とします。
※結束バンドは製品脱落時の飛散防
止用です。

プラスチックハンマーで
叩きます。

ケガキ線と、製品本体のセ
ンターラインを参考にし、
本体の剥離紙を剥がし、

貼り付けます。
  

支柱切り欠き下部の高さか
ら25mm低い位置にケガキ
線を入れます。

付属のプライマーを塗布し
ます。（薬品用手袋を使用
すること）
※プライマーの塗布面が乾燥状態で
あることを確認してください。また
プライマーは塗布後十分に乾燥させ
てください。

脱脂材とウエスで支柱施工
面（表面）を洗浄・脱脂し
ます。
※支柱面の水分はしっかり拭き取っ
てください。製品脱落の原因となり
ます。

▶ 必要工具 : 脱脂材、ウエス、薬品用手袋、ペン、厚紙など水平がとれるもの、メジャー、プラスチックハンマー、ニッパー

※表裏2基で1組

反射シートのサイズを
345mm×50mmと
大きくしました

Point


